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1 はじめに 

今度 PSDT2011 というフィールドワークに 8 月 5日から 8 月 19 日までの 14 日間にタ

イのバンコクで、世界中から集まってきた 17 人の学生たちと参加してきた、前半が主に

KasesartUniversity で Bangkachao や「エコ観光（ecotourism、エコツーリズム）」に関

する基本状況を授業で理解、後半が Bangkachao にホームスデェ―し、地元の人々や政府

関係者にインタビューや現地調査などを行い、情報取集してからプロジェクト提案し、最

後発表する。 

 

2 概要 

今度のフィールドワークはバンコクにある唯一の緑地 Bangkachaoというところに対 

して、近年流行ってきた持続発展可能な「エコ観光（ecotourism、エコツーリズム）」とし

て、プロジェクト提案をする。そもそも「エコ観光」の意味では、自然環境に観光による

影響を最低限に抑える同時に、観光による収入で地元人々の生活を賄うことであるが、今

度、生物資源や環境意味で「バンコクの心臓」にあたる Bangkachao に自然資源と伝統文

化を保ち、地元を活性化し、バンコクに進んでいる緑地を工業団地化などに対抗すること

も目的の一つである。 

今度のプロジェクトに及ぶ要素が多いため、4 つ観点から分析、提案することにした。

実習グループワークも観光客の観点、地元人の観点、保有資源観点とマーケティングとコ

ミュニケーション４つの観点に分けた。 

 

3 実習内容 

3.1 観光客の観点  

このグループは 3つの目的を考えた。それらは BangKrachaoに来る観光客の人数を増

やすこと、観光客の環境への意識を高めること、最後に観光活動への不利な影響を緩和す

ることである。 

BangKrachaoに来るポテンシャルの観光客は外国人の観光客だけではなく、バンコク

に住んでいて休日に BangKrachaoで過ごす観光客も考える。現在の状況と将来の展望が分

かるためにアンケート調査を行った。実施場所は BangKrachaoでのフローティングマーケ

ットとバンコクでの外国人の観光客が多く集まる KhaoSan Road であった。一か所で 75

枚のアンケートを集めた。  

調査結果： 

まず、BangKrachaoのフローティングマーケットに来た観光客はほとんどバンコクに

住んでいる人々で、買い物の目的で BangKrachaoに来たことが分かった。また、８割の観

光客は自分の車で行って日帰りしている。この調査結果から、フローティングマーケット

だけではなく、BangKrachaoの他の魅力的な観光活動をもっとバンコクの人々に紹介する

必要があると考えている。 
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KhaosanRoadでの調査の結果では、9割以上の外国人の観光客はエコツーリズム活動

に興味を持っていることが分かった。しかし、ほとんどの観光客は BangKrachaoというと

ころが知らないこともわかった。BangKrachaoへのエコツーリズム観光客の人数を増やす

ために、お寺、公園の観光、ホタルの観察、ホームステイなどの既存活動の他に、ジャン

グルツアー、鳥観察などの新しい観光活動の開発が望ましい。また、マーケッティングや

広告などによって、BangKrachao の知名度を高めることは望ましい。実際に一週間

BangKrachaoにホームステイをしていて、言語の壁、交通の不便などの問題点にも気付い

た。 

以上の問題点が緩和できれば、エコツーリズムで BangKrachaoに来た観光客はもっと

楽しめると考えている。 

   

3.2 地元住民の観点 

本グループは BangKrachaoの住民の調査を中心にした。住民に関して、どんな目的で

調査を行ったかというとこの 3つの主な疑問に分けられる： 

1．エコツーリズムにおける BangKrachaoの展望は何か？ 

2．住民はどうやってエコツーリズムを発達させるのか？ 

3．住民たちは何が必要であるか？ 

  これらを把握するために、私たちのグループはアンケート、インタビューとディスカ

ッションを行った。2日間で自転車に乗って、BangKrachao の 6 つの区に回った。一つの

地区では、およそ 15個のアンケートと 2つのインタビューをやった。それから、ホームス

テイのところで約 10人の住民のディスカッションが行われた。 

グループメンバーは 4人でタイ、イラン、フィリッピンとベトナムの 4カ国から来た。

アンケートは紙を出して、タイの簡単な単語を覚えれば何とかなるが、インタビューとデ

ィスカッションは大変だった。  

  もらったデータを色々と分析してみた。簡単にまとめると、表 1のような結果が出た。 

表 1 住民調査の結果 

疑問   調査した結果 

1． 展望なエコツーリズムプロダクト 自然、アクティビティー、マーケット 

2． 発達させる方法 自然＋田舎の生活を維持する 

3．住民が必要なもの インフラの整備 

お金、知識、マネージメントのサポート 

 

3.3  保有資源の観点 

 私のグループの仕事はあちこちに回って、BangKrachaoのエコツーリズムのリソース

を確認し、また、それらのリソースを保護して、そして発展するために、それらのリソー

スのポテンシャルを結び、戦略計画を立てることである。グループメンバーは私の以外、
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タイの学生が一人、カナダの学生が一人、アイランドの学生が一人いた。 

まず、確認できた Bang Krachao のエコツーリズムのリソースのリストは以下のとおり

である。 

表 2 リソースの状況とそれに対する提案 

リソース 状況 発展の提案 

小道の網、 質がいい小道の網、美しい緑、平和

な地区と農地に接する、親切な住民 

メイン道路を含め、以下の各リソ

ースを結ぶ詳しい地図が必要。 

水路の網 非常にきれい。アクセスしやすい。

タイの歴史につながるがほとんど

使われていない。 

なるべく復活 

多数の公園と学

習センター 

ユニークな公園（闘漁、ホタル、カ

ラフルの鳥、トカゲ…）。住民と接

触できる学習センター 

資金サポート。子供や若者にイベ

ント。宣伝強化 

公共所有土地 バラバラで、面積が小さい 小型公園や観光客の休憩所など

に変える。 

農民と農業のテ

クニック 

ユニークなテクニック（ココナツ砂

糖、赤いヤシ…）、農民が強い意識

で維持したい。 

資金サポータ。組合を成立。 

ホームステイ 非常に良いが、数が少ない もっと増やす。 

多数の御寺、フロ

ーティング・マー

ケット、文化 

モン民族の村、御寺の特徴雰囲気。

川に接する。 

水路の開発とつながる。開く時間

を増やす。 

 

地元住民グループは地元の住民たちの視点から何がほしいことを明らかにした。私たち

のグループはこのプロジェクトに部外者の視点で問題を見て、そこで発展計画を提案する。

このリサーチで住民の人々の生活が改善できながら、文化や特徴を保護できることを望ん

でいる。 

 

3.4 マーケティングとコミュニケーションの観点 

われわれグループの目標としてどうやって持続的に世界中の人々にBankachaoの存在

を知らせるとともに、彼の性質と役をわかっていただくかということである。そして、問

題を解明するため、事前調査をしなければならぬ。われわれグループは４つ部分に細分化

した。つまり、製品（Product）、背景（Background）、競合者（Competitor）、市場（Market）

である。 

調査結果として、製品は水上市場、サイクリング場、森林資源、ホタル観光、ホーム

スデェー、植物園、闘魚場と植物園から構成されていることがわかった。 
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背景についてはインタービューなどによると、Bankachaoを知らせるために「口と口」

という方法は主な手段となるが、近年インタネットの繁栄により、これに寄り付くトレン

ドにあるようである。特にあるサイクリングクラブとホームスデェ―がインタネット上で

の幹事役を立てている。 

競合者は GreenMap など情報元による、世界中にさまざまなところにあるが、主にユ

ーロッパと北アメリカにあるが、一番 Bangkachao と似ているのはカナダのトロントにあ

る緑地である。 

マーケティングについては、観光地として、主な顧客が、バックパーカーで、年齢２

０～５０のユーロッパ人である。この中に大半の人がホームスデェ―と自然に興味あるよ

うである。また、ホームスデェ―市場について、９０％の人はタイの学生さんである。彼

らは文化体験などの教育目的でグループで来る場合が多いらしい。水上市場はほかのと違

い、多くの顧客が外国観光客に対して、Bangkachao の来客の多数（９５％）が Bangkok

からのタイ人であることが分かった。彼らの目的も伝統文化体験で来ている方が多くみら

れる。サイクリング場について、主な顧客は外国、特にホールランドからのかたが圧倒的

に多く、約９０％である。ここで、タイ人がまだサイクリングをレジャーにされてないた

め、サイクリングとしてのポテンシャルが低いとみられる。 

上記の結果に対して、ターゲット相手を確定した上、様々なコミュニケーション手段

を講じた。まず、ターゲット相手にしたのは Bankachaoに近い住民たち、外国観光客とバ

ンコクの若い年齢層の人である。ウェブサイトとグリーンマップをチャンネルとして、イ

ベントなどの情報を公開し、宣伝効果を達成する。具体的に観光マガジンの記者に無料体

験させ、観光記事を書かせたり、タイ国際マラソンの路線を Bnagkachao を通ったり、

Bangkachaoならではのかたあげのイベントを行うことを提案した。 

 

4 終わり 

はじめて調査を行って、いい体験になった。それから、参加者は様々な国から来て、英

語はもちろん、タイ語や中国語なども楽しんできた。勉強しながらコミュニケーション、

文化交流でとても充実した。2週間のフィールドワークが短かったが、非常に有意義であっ

た。 
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1.Background 

Since internship is a required course of my major, we took part in this internship in 

the Philippines Shell Petroleum Corporation Refinery. This internship lasted from 

2011/9/18 to 2011/10/1. We chose this internship for 3 reasons. First, we wanted to go 

some other developing country in the Asia and experience their life. Also we expect to 

practice our English by this chance. Finally, since we are doing research about 

chemical engineering and environment, we think a petroleum factory will be good for 

us. This is the first time we went to the Philippines. Before this internship, we didn’t 

know anything about the Philippines, and we were very nervous about it. 

 

2.Introduction of the Refinery 

Philippines Shell Petroleum 

Corporation is part of the Shell global 

group of oil, gas and petrochemical 

companies. It makes a wide range of 

high quality fuels, lubricants and 

special products. At here, they get crude 

oil form the sea with 4 ships, and then 

make the crude oil to products such as 

liquefied petroleum gas, diesel, and so 

on through the process. Shell refinery 

located in the Batangas City of 

Batangas province. The temperature 

there was about 30 degrees. Since it’s far from the center of the city, there are not 

many shops and restaurants near the refinery. 

 

3.Livelihood during the internship 

We stayed in a three-floor residence called condotel. The residential area was very 

big. There were lots of trees and very big lawn, just like a natural park. There are golf 

court, tennis court, badminton court and a pool in the residential area. 

There were only two places for us to eat, the restaurant of the refinery and the 

Figure 1 Location of the refinery 
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restaurant in the residential area. 

Sometimes the colleague will take us 

to some restaurant in the nearby 

town, but it always takes about 

20minutes~1hour to drive there. The 

price of the food in the residential 

area restaurant is a little more 

expensive than the refinery 

restaurant. One thing we have 

noticed is that they don’t use knife when they eat. We think this is different with 

Japan and China. 

 

4.Working  

4.1 The first day  

The first day, mananger 

prepared a personal safety 

lecture for us. We learned the 

12 Life-Saving Rules, the 

Golden Rules (Comply,   

Intervent and Respect) and so 

on. We heard that all the staff 

must learn those rules and 

pass the test before working in Shell. From this thing we can see, the safety 

management is very strict in the Shell. And among all of the rules, we like 

“intervent” the most. It means not only taking care of youself but also helping 

your colleague. We like the one which can show the cooperation spirit of Shell. 

4.2 What I have learned in Shell? (Gao) 

The first, my manger told me the water body classification and Effluents 

Standards in Philippines. I found out it is very different from Japan and China. 

For example, the temperature is one parameter of effluents standards in 

Philippines, but in China we haven’t it. I think this parameter is very 

Figure 2 The condotel 

Figure 3 Safety card 
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important, because we must not only take care of human but also think about 

other life.  

I also learned some system about water. Like the Effluents treatment system, 

the Electrochlorinator which can prevent growth of marine organisms and the 

demineralizer package system which will make the hard water become soft 

water.  

From those two weeks, I have not only learned some technology but also 

something which I can’t get it from lecture. When we do some system, we must 

not only consider technology but also think about location and other things. 

4.3 What I have learned in Shell? (Han) 

They made a project for me before I went to the Philippines. I started to do the 

project after the two days of safety training. The purpose of the project is to use 

a new analyzer to replace the old analyzer in the refinery now, because the 

support service of the old one had been terminated on the year before last and 

the old type of analyzer will not be selled anymore. 

By doing this project, I learned knowledge about the NIR(Near InfraRed) 

analyzer. Although I haven’t knew anything about the NIR analyzer before, 

through the study about it , I have come to recognize that the principle of the 

NIR analyzer and the analyzer I’m using in my research is similar. So I felt 

that, the knowledge I have learned in the school actually helps me when doing 

the real work. I was very happy about it.  

Through this two weeks internship in the Shell refinery, I also learned that 

Shell is very strict about the environment and the safety control, I hope to take 

this rigorous attitude to my own research and my life. 

5. At last 

We felt the enthusiasm of the Philippines people, and very grateful for their kindness 

and friendly attitude. And we think it was a good exercise for our presentation ability 

and English ability. The internship in Shell for us was a memorable experience and the 

only regret is that two weeks was too short for us to learn all the things we wanted to 

know. If there will be another chance, we hope we can take part in the internship again, 

and we also want to recommend this internship to other students, too. 









フィリピンでの研修報告書 
            東京工業大学国際開発工学科 日野出研究室 
                                 左皓 
 

１． はじめに 
私は今回、2011/03/14 から 2011/03/28 まで、フィリピンの首都、マニラにあるデラ

サール大学で２週間間研修を行ってきました。授業と実験を通じて、触媒に関する知

識を豊富にし、自分の初めての光触媒を作ってきました。これだけではなく、英語で

話す能力もアップしてきました。 
２． マニラ印象 

私は、初めて一人で中国、日本と韓国以外の国へ行ってきました。行く前に、東南

アジアにあるフィリピンにはすごくきれいなビーチリゾートがたくさんあって、観光

地として魅力のある島国だと知っていました。しかし、フィリピンの治安がとても不

安で、昨年発生した香港人拉致事件のニュースを見たら、同じく華人としての私はさ

らに不安な心持ちになりました。実際に行って見たら、マニラでは、ファーストフー

ドの店には必ず銃を持った警備員がいました。ショッピングセンターに入ったときも

荷物チェックがありました。 
 ３月はちょうどマニラの真夏でした。２週間で毎日の気温は３０℃以上でした。と

ても暑かった。フィリピンの人の民族はマレー系が主体ですが、中国系、スペイン系、

およびこれらとの混血が大勢います。皮膚の色のせいかもしれませんが、レストラン

などの所で、じっと見つめられたときもありましたが、どこでも変わらぬ明るい笑顔

が優しく迎える人がほとんどでした。 
３． デラサール大学での研修 

 Dr. Anton Purnomo が私の研修スケジュールを組んでくれました。最初の週に授業

を受けて、次の週は研究室で実験をするスケジュールでした。土曜日と日曜日はメト

ロ・マニラを観光しました。 
 最初の週は触媒・光触媒の科学入門でした。触媒の基本的な原則、光触媒の反応機

構、ゾルゲル方法の準備と光触媒のキャラクタリゼーションについての授業を受けま

した。それに、ERDT 光触媒の週１回のミーティングに参加しました。  
 次の週は実験室で活動しました。光触媒のキャラクタリゼーションに用いられる

BET、XRD、SEM、EDS、ICP、UV Vis などの機器の使い方教えてもらいました。さらに、

ゾルゲル法で金属 Fe と Nb の共同ドープによる酸化チタン光触媒の調製の実験をし

ました。 
 実験に用いた化学薬品としては、チタンテトライソプロポキシド[C12H28O4Ti]は酸化

チタン[TiO2]のソースとして使いました。金属ドーパントの先駆体としては、硝酸第

２鉄[Fe(NO3)3・9H2O]と蓚酸ニオブアンモニウム[C4NH4NbO9・10H2O]を使いました。

イソプロパノール[C3H7OH]と硝酸[HNO3]も必要でした。実験の手順を、以下の図に示

しました。 
 
 
 
 
 





  

図３ ミーティング中の様子       図４ 実験中の様子 
４． 現地での生活 

 研修の２週間の間は、デラサール大学に一番近いホテル------EGI TAFT TOWER HOTEL
に泊まりました。歩いて１分ほどで、部屋は広くて、それにダブルベッドでした。し

かし、部屋にゴキブリがたくさんいました。マニラの治安に不安なので、平日に授業

が終わった後、ほとんどホテルにいました。ちょっと残念でした。 
 朝食は、ホテルが提供してくれました。昼食は、基本的に大学で弁当を注文して、

食べました。夜食はホテルの１階のさまざまなレストランで買って、食べました。フ

ィリピンの食文化は伝統的な郷土料理に加え、スペイン統治時代のスペイン料理、中

国系移民による中華料理などが混在しています。日本と同様に島国でもありますので、

新鮮なシーフードも定番料理のひとつです。南国特有の豊富なフルーツ群も魅力で、

とりわけマンゴーは絶品です。果物、パンなども値段安いです。 

  
図５ 朝食の一例         図６ フルーツ群 

 交通手段として、電車、バスなどもありますが、値段と便利さなどを考えますと、

庶民が一番使われているのはジプニーとトライシクルです。トライシクルはフィリピ

ンで庶民の足となっています。オートバイや自転車に側車を取り付けるのがトライシ

クルです。 



  

図７ ジプニー          図８ トライシクル 

  研究だけではなく、マニラ観光もエンジョイしました。マニラ大聖堂、サン・オウ

ガスチン教会、チャイナタウン、サンチャゴ要塞、マニラ湾、ショッピングセンター

などのところに行きました。マニラ湾の夕方の空がきれいでした。 

  
図９ マニラ大聖堂で         図１０ マニラ湾で夕方の空 

  フィリピンといえば大自然。フィリピンには海・山・森・滝など様々な大自然があ

ります。ある土曜日にタガイタイに行きました。タガイタイはマニラから南に６０ｋ

ｍほど行ったところにある町です。町の近くにタール湖というきれいな湖があり、周

辺が自然公園となっています。また湖の中には、ちょうどそこに浮かぶような形で標

高３００ｍあまりの世界一小さな活火山、タール火山があります。景色そのものもき

れいでした。 

  

図１１ タガイタイの景色          図１２ 私の送別会 



          

           図１３ Dr.Gallardo の新しいハウス 
  日本に戻る前日に、Dr.Gallardo の新しいハウスで私の送別会が行われました。

Dr.Gallardo はおいしい食事を用意してくれました。食事の後で、カラオケも歌いまし

た。愉快な一日を過ごしました。 
  大学で研修しながら、余暇を利用し、いろいろなところを見たり、いろいろな人と

接したりできたのが、フィリピンでの研修中の生活でした。 
５． その他 

 今回の研修を通じて、私は英語の重要性を認識してきました。英語を話す国へ行か

ないと、英語の重要性を認識できません。私の場合、日本に留学して以来、日本語し

かしゃべらなかった。英語で話す能力はだんだん下がってきました。フィリピンに行

く前に、自分の英語能力がすごく不安でした。最初にフィリピンに行ったとき、レス

トランで注文するなどの簡単な場合でもコミュニケーションが大変でした。授業中で

もわからない言葉たくさんありました。しかし、フィリピンに着いた初日から温かく

迎え入れてくれた人がたくさんいました。私の英語はあまりうまく伝わっていないの

だけれど、私が困っていれば心配して助けてくれました。人とともに助け合って生き

るということも学びました。 
 最後に、異文化・異言語・異国の歴史を理解する事の重要性を学びました。フィリ

ピンは東南アジア唯一のキリスト教国です。キリスト教徒は、フィリピンの全人口の

９０％以上を占めています。私は宗教がないので、現地の友人達はびっくりしてから、

理解しました。フィリピンの言葉で挨拶を覚えたり、歴史を覚えたりするだけで、交

流できる世界は信じられないくらい広がることができると思います。 
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1 インターンシッププログラム

国際開発工学科のインターンシッププログラムの一環としてアメリカに留学する機会を得た。期間は 3/23

から 6/23までの三ヶ月であり、留学先はワシントン州シアトルにあるワシントン大学である。この大学は

全米でも有数の州立大学として知られ、特に医学部は幾人ものノーベル賞受賞者を輩出した名門である。所

属先の学科はMSE(Material Science and Engineering)、日本語では材料科学（材料工学）という分野の学

科に対応する。物質がもつ様々な性質を量子力学・熱力学・統計力学を用いて研究・解析した結果を踏ま

え、材料の開発を行うことにより今日の産業界に莫大な貢献をしている。所属した研究室はOhuchi Labで

ありグラフィンやグラファイト、圧電物質や半導体物質の研究を行っている。それぞれ特徴的な性質を備え

ており、特にグラフィンは高導電性、単層構造などから非常に注目されている物質で、論文数がここ 10年

ほどで目覚しく増えており様々な研究が行われている。この研究室ではこれらの物質の基本的な性質を研

究するために XPS(X-ray Photoelectron Spectroscopy)を用いて研究している。XPSは X線をもちいるこ

とで表面の数 nmの情報を得ることができる。この方法によりグラフィン自身の性質、グラフィンと他の物

質を組み合わせた場合の性質などを研究することができる。

図 1: 中央広場 図 2: 図書館

2 シアトルとワシントン大学について

シアトルはアメリカ北西部にあり、海岸線に面している。一年を通して雨が振ることが多いが、7月から

8月の間は温暖ですごしやすいようだ。冬には例年雪が降る。海外線に面していることより貿易の拠点とし

て発達した。漁業が盛んであり、市場である Pike Place Marketは観光名所でもある。

ワシントン大学は 1861年に設立された州立大学である。敷地面積は 2.6km2 (東京ドーム 52個分)であ

り、シアトルの北部に位置する。学生数は 42,917(学部生 30,790-2011年)であり、5803人の教員がいる。メ

ディカルスクールが全米でもトップクラスであり、ワシントン大学全体のファンディングの半分をメディカ

ルスクールが得ている。いわゆる総合大学であり、音楽院や法学院なども存在する。
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図 3: 海岸線にある広場 図 4: Near the Pike Place Market

3 出国前の心境

アメリカに来るにあたって様々なことを考え、いくつかの目標を定めた。そのうちの一つは実験技術を

身に付けることであった。研究を行う際、実験的アプローチと理論的アプローチという二つのアプローチ

がある。実験的アプローチとは、実験を通して実際にどのように物事が振舞うかを観察・分析しデータを

得る手法である。理論的アプローチとは、一般化することを最大の目的とし、主に数式を用いて現象を記

述する手法である。それぞれを行うには多くの経験が必要であり、質の高い訓練によって技術を身につけ

ることができる。私は日本にいる間に、理論的アプローチによる研究を既に行っており知識を得ていたが、

実験に関しては十分な経験・知識を持っていなかった。そこでこの留学の機会に、是非とも実験の技術を身

につけたいと思っていた。

4 学習内容

所属した Ohuchi Labでは、非常に質の高い実験器具をそろえておりよい実験結果を得ることができる。

XPSの基本的な原理を説明すると、まずポンプを用いて超高真空状態を実現する。圧力は 10−8 ∼ 10−11torr（

760torr = 1.013× 105 Pa)である。この状態だと空気中を飛行する原子・分子が少なくなり、サンプル表

面に付着する不純物を取り除くことができる。前述の通り XPSは表面数 nmの情報を読み取るため表面に

付着する不純物が結果に大きな影響を与える。次に X線をサンプルに照射する。するとサンプル内の電子

が励起されサンプル外部に飛び出す。電子の運動エネルギーはサンプル内の電子の状態によって異なり、あ

る運動エネルギーを持つ電子がどれだけ存在するかをアナライザーを用いて数えることによってサンプル

の状態を知ることができる。この実験装置によって得られた情報は特に界面物理を研究する上で重要な情

報となる。現在行っている実験では、サンプルに銅とグラファイトを用いている。多くの研究では銅を基盤

にしグラフィンをのせ電子状態を調べるが、この研究ではグラファイトを基盤にし銅の単層を作り、その電

子状態を調べている。この研究により銅と炭素の相互作用を知ることができる。さらに同様の研究をグラ

フィンを用いてもやることによりさらなる情報を得ることができる。これらの研究により新たな導電性材

料の研究につなげることができ、産業への貢献が期待できる。
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図 5: XPS 図 6: 銅の単層を作るためのスタンド

また研究に加えいくつかの講義を受けた。主にMSE352という講義に出席した。これは学部 3年生向け

の材料科学の導入の講義である。講義は週に三回、45分ずつ行われ、全 36回の講義が行われる。教材は、

教員が作成したコースパックを用い、市販の教材ではカバーしていない内容まで含まれている。二回の中間

試験と期末試験の合計三回の試験があり、三回の試験結果を総合して評価が行われる。

5 研究室の特徴

これらの研究を行ううえで実験装置の原理・実験装置の操作方法・結果の分析方法を学ぶ必要があるが、

現在の研究室ではエンジニアから訓練を受けた学生がおり、実験装置については A to Zで学ぶことができ

る。またさまざまなバックグラウンドをもつ学生があつまり、他の研究室とも共同研究を行っているので

様々な実験方法と結果の分析方法を学ぶことができる。具体的には、物理・化学・材料科学の学位をもつ学

生が集まっており、物理の理論が専門の教授がもつ研究室と共同研究をしている。このような環境は研究

をする上で最適な環境である。様々な視点からの意見を総合し新しい知見を得ていくことでよりよい研究

を行うことができるからである。また日常的に議論が活発を行っており、テーマはサイエンスに関連する

ことからそれぞれの国の文化や歴史、文学や音楽さらにはスポーツ、SFと幅広い。妥協点を探るのではな

く、本質を求める議論が日常的に行われており、物事を深く洞察し意見を表す能力を伸ばすことができる。

6 結論

アメリカにおける三ヶ月間の留学により、大きな目標のうちの一つである実験技術を学ぶことを達成でき

た。様々な背景をもつ人々が集まるこの国で、講義、研究、議論を通じて非常に刺激的な環境のなか充実し

た日々を過ごした。特に議論を通して英語の話す能力については大きな成長を感じている。この経験が生か

せるよう、今後も更なる精進をしていく。
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1.はじめに 

私は、今回、AOTULE のサマープログラムへの機会を得て、７月 3 日から 7月 28 日

までの約一ヶ月の日程で、マレーシアの公立マラヤ大学へ交換留学に行ってきました。

マレーシアは、東南アジアの中でも急速な経済成長を遂げており、滞在中にも KLCC

をはじめとして、その勢いを肌で感じる機会が何度もありました。特に工業分野の発

展は素晴らしいとされています。 

   
   図１ 夜の KLCC          図２ マレーシア国家博物館 

今回訪れるマラヤ大学は、マレーシアにおける最初の大学であり、最高学府としても

国内外に広く知られる総合大学です。今回のプログラム AOTULE というのは、

Asia-Oceania Top University League on Engineering のショートネームで、工学部

の交換留学でした。 

 

2.大学の生活について 

   最初に大学に着いたとき、敷地の広さに驚きました。正門から私たちの泊まる寮

まで、車で 5 分もかかります。ここの学生は主にバスを使って通っているそうです。

車やバイクを持っている学生さんもたくさんいました。そして、マラヤ大学の敷地内

には山もジャングルもあって、ちょうど寮の前の山にモンキーがたくさんいます。最

初日の夜の説明会に、モンキーはよく女子寮に出没するので、部屋を出るときにはち

ゃんと窓とドアを閉めてくださいと言われました。私たちが泊まる college 10 は国

際交流館と呼ばれ、交換留学生が住む寮でした。プログラム期間中はちょうど大学の

夏休みでしたので、交換留学生はたくさんいましたが、現地の学生はほとんどいませ

んでした。 

一部屋には二段ベッドひとつとシングルベッドひとつの三人部屋でした。とても暑

い季節でしたが、扇風機は天井に大きなものがひとつだけ、エアコンは寮になく、シ

ャワールームもお湯は出ません。現地の人はトイレが終わったら、水で洗うので、ト

イレットペッパーもありませんでした。更に、洗濯機が壊れて修理中らしく、洗濯は

ずっと手洗いでした。こういった日本ととても違う生活環境でしたが、これこそが本
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当のマレーシア人の生活なんだと教わりました。みんなと仲良くなっていくうちに現

地での生活にもだんだんと慣れ、ついには日本に戻った後、マラヤ大学の寮のベッド

で一番寝やすかったと懐かしく感じました。 

   

図３ 私たちの三人部屋   図４ 研究室見学     図５ 現地の結婚式 

滞在中，日程の前半は主に午前中が授業、午後は研究室の見学を行いました。授業

は英語でしたが、科学技術者の倫理をテーマとして，授業中の質疑の時間などを通し

てみんなでいい雰囲気でしゃべり仲良くなりました。また、研究室訪問も、私の専門

分野とは違ったテーマを扱うところばかりで、とても難しい内容もありましたが、勉

強になりました。学生の中には華僑が多くいたので、英語だけでなく、中国語もたく

さんしゃべりました。また、非常に勉強熱心であり、これから成長していく国の勢い

を強く感じました。 

3.交流 

今回の留学プログラムは、現地の大学や日本を始めとして、他にも中国、香港、イ

ンドネシア、シンガポール、韓国など，全部で七つの大学からの学生が参加しており、

様々なバックグラウンドを持つ人たちとの交流を深め合いました。滞在中の日程の後

半は，バラエティーな活動が多く、マレーシアの文化を知るため、いろいろなところ

に連れて行ってもらいました。国立博物館、国産自動車会社 Proton の社内見学、マ

ラヤ大学の博物館とジャングル、マラッカなど、毎日楽しんでいました。第一週目の

週末は papitusulem というマレーシアの田舎でのホームステイでした。Host parents

はとても親切でしたが、英語がほとんど話せず，マレー語だと、インドネシアの人と

しか会話できなくて、ちょっと寂しかったですが、ご飯も一緒に食べてくれませんで

した。昼間に boating で、夜は現地の人の結婚式に参加し，バーベキューもやりまし

た。そこで体調を崩してしまいましたが、ホームステイ先の人たちやスタッフの人た

ちが皆優しく、クリニックにも連れて行ってくれておかげでその翌日に体調も良くな

りました。マレーシア人のフレンドリーさ，何に対しても笑顔で接するところがとて

も印象的で、自分自身も物事に対して明るい気分になった気がします。 

第二週目の週末には、韓国、日本、インドネシアからの学生 8人でシンガポールに

行き、そこでまたシンガポールの学生さんに親切に案内をしてもらいました。私は中

国語、日本語と英語が話せるということのメリットを、このプログラムを通じて、強

く思いました。言語が通じないとき、自分の考えていることを人に伝えるのは，とて

も難しいことだと実感しました。英語をもっと勉強して、アジア圏だけではなく、英

語圏の人とでも自由に話せるようになりたいと思います。 
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４．プログラムを終えて 

 今回のプログラムを通じて感じたのは、マレーシアという国の勢い、熱気です。街

中は活気に溢れ、人々の笑顔は力強く、また、これからの国の将来を背負う学生たち

についても、非常に勉強に対してまじめに取り組み、具体的な目標を持った学生が多

くいました。飛び交う言語も、マレー語だけでなく、英語や中国語もよく耳にし、今

のグローバル時代において、このような場所からどんどんと世界へと飛び出していく

のだなと感動を覚えました。また、何より今回のプログラムを通して、大事な友達も

多くできました。このつながりをこれからも大切にしていきたいです。 

                                                                       

（以上) 
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マカオ大学でのインターンシップ 

国際開発工学科 ４年 丸一雄大 

 

 私は、2011 年 6 月 6 日から 2011 年 7 月 22 日までの間、マカオ大学の Wireless 

Communication Laboratory にて研修を行ってきました。研修の主な目的は、Partial 

Discharge（部分放電）に関する理解と、測定に使用するスペクトラムアナライザーの使

用法の理解です。 

 マカオは世界的に有名な観光地で３０個もの世界遺産や,本当に多くのカジノが存在

していました。特にカジノはマカオの目玉といってもいい名所で、カジノに関する広告

の多さなどから、マカオが観光業でまかなっているのがわかりました。 

 マカオ大学は、国際総合大学で、学生数は約7,000名（大学院生約1,500名）、教員

数は約 360 名です。 国際的な大学で、授業は英語で行われおり、それ以外にも中国

語、広東語、ポルトガル語などが飛び交っています。また、多くの日本の大学とも交流

を持っています。しかしながら、私がインターンに行った時期はマカオ大学の夏休みで、

授業に参加することは出来ませんでした。その中でも、Wireless Communication 

Laboratory はおおよそ、15 人程度の学生が在籍し、無線工学について研究していま

す。ほとんどの学生は大学院生、もしくは研究生でした。 

 

図１：研修先の人々 
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 私の業務内容は、電波受信による部分放電の特定でした。まずは部分放電につ

いて記述します。 

 ある高電圧ケーブルに絶縁体内部に気泡が存在しているとすると、そこに放電が

発生します。このような、小さな放電のことを部分放電と呼びます。この放電によりショ

ートの発生、またこの放電の熱などによってケーブルが傷つけられつづけることによる

高電圧ケーブルの破断、などを起こし、変圧室のシステムが破壊されてしまう可能性

があります。変圧室でこのような事態が発生すると、点検に来た人が感電してしまった

り、その地域の人々に電力が渡らなくなるなど安全面でも経済面でも大きな損失が生

まれます。これを未然防ぐために部分放電の発生個所を特定することは非常に重要

です。 

 部分放電の測定は直接つないで電圧を測る方法など、いくつかありますが、今回

の測定では UHF の電波を利用した測定を行いました。部分放電が発生すると同時に

熱、光などの現象が生じます。その中の１つに UHF の電波があります。その電波を受

信することにより部分放電特定の発生個所を特定することが出来ます。 

われわれの研究室ではそれぞれ UHF が測定可能な周波数帯の違う 3 種類のアン

テナを用いて、高電圧ケーブルからの電波を取得しています。定は主に、部分放電

について研究している学生とともに行い、マカオ市内に数多くある変圧室 

 

 

図２：測定の様子 
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のうちから 4 つの部屋を測定していました。4 つの部屋に、それぞれ７，８箇所ほどの

高電圧ケーブルを、3 つのアンテナでそれぞれ測定し、それをスペクトラムアナライザ

ーで処理、保存を行いました。 

 普段の勤務時間は主に 10 時頃から６時頃までで、測定のない日は午前中に測定、

午後に部分放電についての勉強やレポートの作成などを行っていました。測定に関

してですが、部分放電は高電圧のケーブルなどから発生するため、マカオの変圧室

に行きそこで測定を行いました。 

 また、はじめの 2 週間は Wireless Communication Laboratory のサマーキャンプと

いうイベントに参加してきました。このイベントはマカオにある高校からそれぞれ 1 名ず

つ招待し、無線通信技術が実際の技術でどのように使われているかを教えることで、

無線通信の分野に興味を持ってもらうためのイベントです。はじめの一週間はこのイ

ベントの準備をしていました。 

 内容として、このサマーキャンプの説明、マカオ大学キャンパスの案内、また午後

の活動についての紹介がありました。この日の活動は、レゴブロックを用いて携帯電

話のアプリで動く車を作成する作業、ラジコンの回路の作成など多くの作業を行いま

した。 

このイベントを通して感じたことは、マカオの人々が先を見越して活動をしているという

ことです。このイベントも無線通信の良さを伝えるイベントであることは確かですが、主 

 

 

図３：サマーキャンプ参加者 
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な目的は優秀な学生をマカオ大学に入学させようという意図が強いようでした。また、

高校生に関しても、将来についてたずねると多くの学生は、いい大学に入っていい会

社に入ってたくさん給料を稼ぎたい言っており、このような先を見越した考え方は、ど

の分野でも役に立つと思います。勉強や研究を行うにあたっても、この勉強がどのよう

に使われているのか、この研究が何の役に立つのかを考えると理解が深まりモチベー

ションも高まるでしょう。私は勉強のために勉強、研究のために研究をしている節があ

ったので、この自分が稼ぐために勉強するという考え方は、とても興味深かったです。 

 また、同様にマカオの土地柄、大学の数もあまり多くありません。そこでマカオの高

校生は海外の大学に行くことを視野に入れていました。日本人で海外の大学に入学

しようという考え方をもつ人は少ないように思います。日本でも、教育の段階からその

ことを視野に入れるべきだと思いました。 

 生活や文化について記述します。マカオの公用語は、中国語（広東語）とポルトガ

ル語で、標識には中国語とポルトガル語の両方が書かれています。しかし、ほとんど

の人々は中国語を話していました。ポルトガル語を勉強するためにマカオ大学に来る

学生、特に日本人が多いそうです。英語はマカオ大学の学生は話すことが出来まし

たが、飲食店などでは使えませんでした。私は日本人なので中国語の文字から意味

を推測できることが多かったのですが、アメリカやスイスからの留学生は苦労している

ようでした。住居に関してですが、マカオ大学の学生寮にて滞在していました。マカオ

の住居の形式は、日本のマンションのような大きな建築が多かったです。日本の団地

のような感じでした。食事に関してですが、マカオでは中国料理とポルトガル料理を組

み合わせたマカオ料理というものが有名で、とても美味しかったです。最後に、週末

の過ごし方に関してですが、研究室との同僚との旅行や、他のイアエステの学生との

交流をおこなっていました。相手の国の文化を知ることが出来たり、自分の英語力が

劣っていることを実感出来たりする、とても良い機会でした。  

 総じて、マカオの学生には多くの刺激を受けることが出来ました。国際交流はもち

ろん、はじめて海外で海外が寄り身近に感じられるようになりました。特に、先を見越

した考え方などはこれからの自分の人生により良い影響を与えてくれることでしょう。し

かしながら、やはり大学の研究室だったので、今現在の日本の研究室の状況とあまり

変化がありませんでした。私はこれから大学院に進むのですが、機会があれば次は

海外の大学ではなく、海外の企業に研修に行きたいです。 
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タイ北部ナレスアン大学及びタイ発電公社メモ炭鉱でのフィールドワーク 

名前    唐 麟 

学籍番号 08－16760 

今年 7 月 8 日から 7 月 27 日まで約 3 週間タイでフィールド

ワーク実施した。タイにいる間に主に三つの所を訪問した。7

月 8日から7月 19日までタイ北部のナレスアン大学を訪問し、

大学でアリジゴクの実験をやった。7月 20 日から 7月 25 日ま

でタイ発電公社メモ炭鉱を見学し、また GSIC（国際学術情報

センター）主催した国際シンポジウムに参加した。7 月 26 日

から 7 月 27 日までキングモンクット工科大学で円盤内の音響

分析に関する打ち合わせをした後、東京に戻った。タイにいる

３週間に、実験をやったり、大学を訪問したり、観光したりし

て、よい思い出はたくさんあり、またいい勉強にもなった。 

１．ナレスアン大学でのフィールドワーク 

ナレスアン大学はタイ北部ピサヌロック県ピサヌロック市

街から南西に 10 キロほど離れる所にあり、タイの大学ランキ

ングで 10 位ぐらいの総合大学である。ナレスアン大学は三つ

のキャンパスを持ち、その中に一番大きなピサヌロックキャン

パスには約 22,000 人の学生と数千人の教職員がいる。図１は

ピサヌロック県とランパーン県の位置を示す衛星写真である。

工学部はキャンパスの奥にあり、土木工学科、電気電子工学科、

機械工学科、化学工学科はそれぞれの建物にある。 

大学に着いた翌日、お世話していただいたサシコン先生が担

当した大学院の授業で、大学院生に対して英語で発表した。発

表内容は自己紹介、東工大と国際開発工学科の紹介及び今回ナ

レスアン大学に来る目的とか。図２は発表していた様子。 

今回タイでフィールドワーク活動の一つとして、アリジゴク 

実験をやる。アリジゴクが作った巣穴の角度は土質力学で安息

角といい、安息角は巣穴の安定性とつながりがあるから、安息

角を測定したい。また、巣穴の測定によって、巣穴周辺の応力

分布をわかりたい。タイの学生たちが 30 匹アリジゴクを捕ま

えてもらって、グラス容器 10 個に入れて、実験をやった。巣

穴の高さ及び主軸と副軸の半径を測って、安息角を計算した。   

図３はアリジゴクを捕獲した時の集合写真、図４は実験で使っ

た供試体。実験は 3日間をかけておわった、残りの日にデータ

をダイジェストした。大学が休みの時、大学祭りに参加したり 

 
図 1ピサヌロック県とランパーン県の位置

 

図 2大学院生に対する英語発表の様子 

 

図 3 アリジゴクを捕獲した時  

 

図 4 グラス容器に入れた供試体 
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ピサヌロック市街に行ったり、世界遺産スコータイに観光し

たりしていた。スコータイ遺跡はタイ最古のスコータイ王朝

の都跡であり、広い敷地にお寺、仏像、城壁などの廃墟が残

っている。図５はスコータイ遺跡の写真。 

休み終わった次の週にナレスアン大学土木工学学部生の

授業で、アリジゴク実験の結果について英語で発表した。学

部生の興味を引き付けて、たくさんの質問を受けた。図６は

学部生に対する英語発表の様子。ナレスアン大学にいた最後

の日に、いつもお世話になったサシコン先生、よく手伝って

くれたタイの学生たちと一緒にご飯を食べた。図７はピサヌ

ロック県出身のタイ歴史上で有名な王様像を背景にして撮

ったみんなの集合写真である。タイ学生はよく王様の前でお

祈りするらしい。      

 

２．タイ発電公社でのフィールドワーク 

 ナレスアン大学から車で約 3時間移動して、ピサヌロック

県東北部のランパーン県にあるタイ発電公社のメモ炭鉱に

到着した。メモ炭鉱は東南アジアで最大の露天炭鉱であり、

可採埋蔵量は 8.14 億トン、一日生産量は約 5.2 億トン、今

タイ国内火力発電用の褐炭の 80％以上を提供しているそう

だ。タイ発電公社で発電機 13 機を持ち、総可能発電量は約

2625MW である。今メモ炭鉱の南西の方に厚さ１２ｍ、幅５

０ｍ、長さ 300ｍ、体積 20 万ｍ３の化石層が発見され、化石

層を破壊させないように石炭採掘手法を開発している。一つ

考え方は炭鉱を採掘しているとき、音から化石層の破壊を予

知することである。私はこの研究テーマの予備実験をやった。 

 化石の一面せん断実験をやって、聴診器で化石が破壊する

音を取った。撮った音をフィルタリングして、化石が破壊す

る音を雑音から取り出す。図８には化石の一面せん断実験を

やった様子。図９は音声データを取る様子。 

7 月 22 日、私は GSIC（国際学術情報センター）主催した

国際シンポジウムに参加した。テーマは地震予測と炭鉱の安

全開発であり、東工大、タイ発電公社、チェンマイ大学など

たくさんの団体が参加した。講演者はこの間発生した 3・11

大地震の予測、液状化の問題、またタイでこんな大きい地震

発生したら、メモ炭鉱の対応及び地震により地滑りの問題な

 

図 5 スコータイ遺跡 

 

図 6 学部生に対する英語発表の様子 

 

図 7 別れた時の集合写真 

 
図 8 一面せん断実験の様子 
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ど様々な課題について、発表を聞かせていただいた、とても勉 

強になった。図 10 は国際シンポジウム終わった後、私と一部の

講演者の集合写真である。 

タイ発電公社にいた他の日に、会社のスタッフに連れて、メ

モ炭鉱を見学した。図 11 のように、想像がつけないほど広い山

の中に炭鉱があって、大きなトラックが次々と石炭を外に運ん

でいる。また、輸送用のベルトも採掘した石炭を発電所まで送

っている。  

３． キングモンクット工科大学でのフィールドワーク 

メモ炭鉱で 1 週間ほど滞在した後、飛行機でランパーンから

バンコクまで移動した。バンコクでキングモンクット工科大学

のパヌタット先生と化石破砕音と雑音のフィルタリングに関し

て打ち合わせした。 

キングモンクット工科大学はタイ屈指の理系大学で、特に工

学部が有名である、日本との交流が盛んで、日本語をしゃべれ

る先生が多い、パヌタット先生も日本で留学したことがある。

図 11 はパヌタット先生の実験室で撮った写真である。 

 

４．まとめ 

3 週間にわたりフィールドワークのためにタイに行ってきた、

たくさんの人たちと出会え、たくさんの友達が出来て、いい思

い出となった。そのほかに、一部自分の研究にも係るが、タイ

でアリジゴク実験と化石の一面せん断実験をやって、ある程度

成果を得て、いい経験を積んだ、今度自分の専門についてもっ

と勉強したいという意識が高まった。 

海外に行っている間に、やはり毎日英語を使っていたので、

英語は前よりうまくなった、また、タイで大学の先生たちが欧

米に行って留学してきた人が多いので、先生たちの上手な英語

を聞いて、自分も英語がこのように上達になれば嬉しいと思っ

て、英語をさらに勉強するモチベーションになる。 

最後に、タイで楽しい経験と辛い経験両方あって、海外生活

はそれなりの面白さと辛さを感じた、それでも海外に行きたい、

海外の舞台で活躍していきたい、これこそ今回フィールドワー

クで最大の収穫であるだろう。 

 

（以上） 

図９ 音声データ録音の様子 

図 10 シンポジウムの集合写真 

図 11 メモ炭鉱の作業現場 

図 12 パヌタット先生との打ち合わせ 



 

 

 

 

フィリピン・マニラでのフィールドワーク報告書 
平成 23 年 10 月 26 日 

 
 國岡 大亮  有場 次郎 
 金 柱源  大屋 森太郎 
 工藤 竜平  末原 諒矢 
 チュー バンフン  永田 智大 
 バンタン フラート  寝占 祐太 
 白 斗永  松尾 遼 
 本多 慶人  矢崎 健彦 
 荒谷 彰吾   

 
 

 



1. はじめに 
 平成 23 年 9 月 6 日から 23 日まで、フィリピン・マニラへフィールドワークに行った。
本レポートで、フィールドワークの活動及び成果を報告する。 
 

2. 目的 
 このフィールドワークの目的は、広く世界で活躍できる技術者を育成すること、同年代
の学生との交流を通じ国際共存・リーダーシップを養うこと、国際技術者として働く意義
や喜びを学ぶこと、そして、実践的な英語力を身につけることである。 
 

3. 現地見学 
 De La Salle 大学、TUP（フィリピン工科大学）、CPh（Chiyoda Philippines Corporation）、
IRRI（国際稲研究所）を見学した。 
 

 3.1 De La Salle 大学 
 De La Salle 大学はフィリピン・マニラにある有名な私立大学である。実験設備、学習室、
運動場、発表室、高層ビルなどの施設が充実していた。また、校門や学内のいたる所に警
備員が配置され、構内は安全だった。学生がサンダルで構内に入れないという服装規制が
あった。この点において日本の大学と大きく異なっていた。 
 

 3.2 TUP（フィリピン工科大学） 
 9 月 9 日に TUP を訪問した。TUP は 100 年以上の歴史を持つフィリピンの工学系の大
学である。構内見学と、ウェルカムパーティーを通じての学生交流を行った。構内はスポ
ーツをする学生などでにぎわっていて、全員制服着用ということもあり、日本の高校の様
な雰囲気だった。一方で水準測量を行っている学生もいて、工学系の大学としての一面も
伺えた。ウェルカムパーティーでは、学生の歌やレクレーションで温かな歓迎をしてもら
った。バンタンフラートが日本の文化を紹介するプレゼンテーションを行った。 



 
TUP 構内 

 3.3 CPh（Chiyoda Philippines Corporation） 
 CPh のオフィスと EEI Corporation の建設現場の見学をした。CPh はもともと日本の千
代田化工建設とフィリピンの EEI Corporation とのジョイントベンチャー企業だったが、
現在は千代田化工建設の 100%の子会社である。また、千代田化工建設と EEI Corporation
との関係は現在も良好である。オフィスには実に様々な人種、年齢の人たちが働いており、
大学で学んだ国際プロジェクトの方法や構造材料力学などの分野の理論が実際の大企業の
社内のディスプレイに表示されていることがとても新鮮だった。これまで大学の講義室で
教授が話す内容が現実にどのように反映されているのか明確には分からなかったため、と
てもいい経験になった。また、建設現場では、建設中の 40 階建てのビルの最上階にのぼっ
た。それ自体貴重な体験であり、技術者として働くことへの関心が高まった。 

      
     CPh オフィス内                  建設現場 

 3.4 IRRI（国際稲研究所） 
 IRRIを訪問した。IRRIの研究に関するプレゼンテーションを聞き、実験圃場を見学した。
IRRI が稲の研究以外にも、稲の葉色で成長具合を確かめるシートや農業者のためのソフト
ウェア開発などを行っていることがわかった。IRRI も様々な国からの技術者が働いていて、
世界で活躍する技術者として働くことに興味を持つことが出来た。 



 

IRRI 圃場 

4. 語学研修 
 De La Salle 大学で 5 日間英語研修を受けた。授業内容は、初歩的な文法事項やビジネス
の場面において必要なコミュニケーション技術など多岐にわたった。また授業最終日に個
別のプレゼンテーションを行った。この研修で、相手に情報をわかりやすく伝えるための
技法を習得できた。また、与えられた作業を期限内に終わらすことの重要性を理解した。
宿題の期限はすべて翌日の授業までであったため苦労したが、課題を期限までに迅速かつ
正確に終えることの重要性がわかり、それをやり遂げるための自信も持てた。 
 

5. 観光 
 コレヒドール島、イントラムロスに行き、フィリピンの歴史を学んだ。 

 5.1 コレヒドール島 
 コレヒドール島はマニラ湾の西にある島で、スペイン人の到来から第二次世界大戦まで、
マニラを守るための戦略拠点だった。戦争で用いられた砲台や兵舎などが今でも残ってい
た。日本軍とアメリカ軍が戦った島でもあり、日本人のための慰霊碑もあった。国際共存
について深く考えさせられた。 

 

ミドルサイド兵舎 

 5.2 イントラムロス 
 イントラムロスは、16 世紀にスペイン人よって建てられたマニラ最古の地区である。現



在も学校や教会などが地区内にあり、普通に人が暮らしている。街は西洋的な建築が多く
みられた。マニラ市内に比べると比較的清潔で、観光地であると同時に高級住宅街でもあ
った。 

 
イントラムロス 

6. 感想 
 フィリピンのフィールドワークに参加して感じたことはまず、コミュニケーションの重
要性である。コミュニケーションの道具である言語（英語）を勉強し、習得する必要性を
感じた。それと同時に言語能力が足りていなくても積極的に自分の意思を相手に伝えよう
という姿勢も大事だとわかった。また、自分の専門分野の知識を充実させることによって、
コミュニケーションの内容がより有意義なものとなる。言語と専門分野の勉強が、私たち
がやらなければならないことの一つめである。 
 次に大事なのは、相手の国の文化を尊重することである。違う文化に身を置いている以
上、必ず相互に理解しがたい文化が存在する。これに対し、なぜ外国人は自分とは違う文
化を有しているのかを解明しようという態度が重要である。どんな不可解なこともその原
因を理解してしまえば、余裕をもって接しやすくなる。その国の社会構造を相対化して眺
めることが、文化に対する先入観から解放されるという意味で、有益になるかもしれない。 
 最後に、自分が自分の将来を想像することである。このフィールドワークで、フィリピ
ンで技術者として働く人に多く接することができた。その人種、年齢、性別は多様であっ
た。国際的に活躍できる技術者に求められるものは、専門分野の知識や言語（英語）能力
だけでなく、他国文化の理解やリーダーシップ能力なども必要となる。そのために、どの
ような場面でも自分で考え、自分の意見を持ち、それを表現することがとても大事である
と思った。 

（以上） 





     

              

          

               

        

         

     

              

             

               

               

             

       

 

               

            

          

             

             

   

        

 



 

         

           

             

                 

                   

              

                

             

              

 

 

 

        

            

            

                

               

              

           

           

                 

              

           

 



               

                

   

              

             

          

           

     

                     

               

                

            

                   

         

               

        

 





 

  

  

 



       

   

  

  

 

 

 
   

     
   
 

   
   

    
  
    

   

   

   

   

 

 

 





 



                                2011 年 10 月 21 日 
          東ケニアにおける貧困撲滅プロジェクト 
             国際開発工学専攻 日野出研究室  原口拓郎 
 
2011 年 8 月 2 日からから 9 月 29 日までの約 2 ヶ月の間、西ケニアの村にて現地の雇用を

創出するための炭プロジェクトを主導しました。このプロジェクトは 2010 年の 12 月から

西ケニアで始めたプロジェクトでしたが、時間の制約もあり前回は炭プロジェクトを如何

に持続性を持って回す事ができるのかという点を考慮に入れる事ができませんでした。そ

こで、今回のケニア滞在の目的は、炭プロジェクトに持続性を持たせる事です。このよう

な目標の中、私がこの 2 ヶ月でやった事は、200 人以上の人々を対象とした炭作りのワー

クショップ、炭作りの技術の改良、現地でのパートナー探しの 3 つに集約されます。 
 
1. 200 人以上の人々を対象とした炭作りのワークショップ 
ケニアで一番大きい砂糖の製糖会社である Mumias Sugar Company のマネジャーと共催

で現地の人々に炭の作り方を教えるワークショップを開催致しました。前回の 3 月では 20
人規模ワークショップでしたが、今回は様々な地域の人々を対象としたワークショップの

ため参加者は 200 人以上となりました。 
 

  
 
2. 炭作りの技術の改良 
以下の図が農業廃材から炭を作るプロセスの全体像となります。 



 
この技術はマサチューセッツ工科大学で開発されたものですが※1、実際に現場でこの技術を

回してみて、大きく以下の 3 つの問題点が見えてきました。 
 
2.1 ドラム缶の値段 
マサチューセッツ工科大学で開発されたこの技術では、ドラム缶を使用する事が前提とな

っていましたが、ドラム缶のコストが日本円で約 2000 円します。このプロジェクトは貧し

い人々をターゲットとしているためドラム缶を手に入れるのはとても困難です。また、ド

ラム缶は村にはないのでわざわざ 20km 離れた町まで出かけなければなりません。そこで、

当初プロジェクトを始めた 2010 年 2 月にはローンとして 10 個のドラム缶を貸し付け、私

がケニアに戻ってくる 2011 年の 8 月までの半年間で炭を売って、同額のお金を返済するよ

うにお願い致しました。しかしながら、今回戻ってみると、たくさん問題が複合的に絡み

合っており炭を売って高利益を稼ぐ状況が難しい事が分かりました。つまり、炭プロジェ

クトの導入時にローンとしてドラム缶を貸し付けるのは効果的でないという事が分かりま

した。そこで、次に考えた手段として、ドラム缶の代替手段となるようなもっと安価でロ

ーカルな物がないか探し出す事にしました。そこで、考え抜いて思い付いたのが以下の 2
つです。 
 
- レンガを利用したオーブン 
西ケニアに行くと、多くの人が土からレンガを作っている光景をどこでも見る事ができま

す。そこで、レンガを積み重ねて簡単なオーブンができないか作ってみる事にしました。 
当然、ドラム缶の替わりをするためにはオーブンのデザインも工夫しなければなりません。 
検討の結果完成したのが以下のオーブン。実際にテストしてみてドラム缶と同様に機能す

る事が分かりました。そして肝心のコストですが、キャパシティはドラム缶の 1.5 倍にも関

わらず約 1/4 の 500Ksh に抑える事に成功致しました。その後は、オーブンの作り方をマニ

ュアル化し、現地の人々を招いてこのオーブンの作り方を教えるワークショップを開催し

ました。 



 
 

 
 
- ポット 
村に行けば各家庭が必ず所持しているポット。多くの場合は、飲み水を保存するのにして

います。(水甕) これらのポットもレンガと同様ローカル技術を用いて生産されている物で

す。ポットは粘土を焼いて作られているため、オーブン同様にドラム缶の代わりとなるは

ずです。サイズはドラム缶の半分ほどしかありませんが、値段は 450Ksh ととても安価で

す。実際にテストしてみると機能する事が分かりました。 

 



 
 
2.2 コンプレッサーの値段 
ドラム缶と同様、MIT で開発されたコンプレッサーは 400Ksh とコストが高い事が問題と

なっています。実際に、5 人から成り立っている炭を生産するあるグループは価格の問題か

らコンプレッサーを 1 つしか所持しておらず、生産性が悪いと嘆いていました。そこで、

コンプレッサーのデザインを見直し、もっとシンプルで安価なコンプレッサーを作り上げ

る事にしました。そこで、完成したのが以下のデザイン。左側の旧タイプと比較してシン

プルで価格が 150Ksh と安価になりました。また、実際に使用してみて何の問題もない事

が分かりました。※2 
 
2.3 キャッサバの使用 
最後の問題はキャッサバの使用です。農業廃材から炭を作る上で、キャッサバはバインダ

ーとして使用しますが、様々な問題があります。まずは、西ケニアではキャッサバは食物

という扱いをされているため、キャッサバをバインダーとして使用する事により今後食物

との競合が考えられます。また、現地のマーケットではキャッサバの供給が一年を通して

不安定でキャッサバを安定して確保する事が難しい状況となっています。そこで、キャッ

サバ以外の代替手段を考えました。1 つは、泥です。泥はどこでも手に入れられる事が大き

な強みとなりますが、果たして実際に燃えるかどうかが大きな疑問です。2 つ目は、牛の糞

です。西ケニアでは多くの人が牛を保有しているため牛の糞を手に入れる事が簡単な事で

す。しかしながら、乾燥しても燃やすと牛の糞から煙が発生する可能性があります。3 つ目

は、砂糖の廃液であるモラセスです。モラセスは、強度に関してとても弱く、持続時間に

おいては力を発揮しないのではないかと期待されます。そして、テストをして以下の結果

を得る事ができました。この事から、泥のバインダーは火が付かず、牛の糞のバインダー

は煙が大量に発生する事が分かりました。一方、モラセスはキャッサバよりも持続時間が 2
倍近くあるという事よりキャッサバの代替手段として有力である事が分かりました。モラ

セスで作った炭は、火力が弱いため肉等のハードな食材を調理する事はできませんが、ソ

フトな食材を料理するのに非常に適しています。しかしながら、モラセスは製糖工場のあ

る町でしか手に入らず、またコストもキャッサバよりも高価なため、より安価でより手に



入り易い他のバインダーの候補を探す必要があります。これが今後の課題となります。 
 

 
 
3. 現地のパートナー探し 
今回の一番の目的である如何に持続可能な仕組みづくりを現地に残してくるかという点に

ついてですが、仕組みづくりも重要ですが、それ以前にパートナーの存在が持続的な運営

に欠かせないと考えパートナー探しをする事にしました。炭プロジェクトは以下のような、

Collection, Manufacture, Marketing の 3つのバリューチェーンから成り立っていますが、

それぞれのプロセスを強化すべく適切なパートナーと手を組むことにしました。 
まずは、ナイロビ大学です。上記で述べた通り、炭を作る技術はまだ発展段階であるため

さらに改良する事が可能です。このナイロビ大学との提携により、技術の改良部分が中長

期的に可能になると思います。次に、現地にある製糖会社 Mumias Sugar Company です。

現在、ここはサトウキビの廃材を提供してくれていますが、近い将来のプロジェクトの成

果次第では、砂糖の廃液であるモラセスを提供してくれる可能性があります。そのため、

効率良くマテリアルを集め、炭を生産できるようになります。また、長期的には、炭を作

っているNGOで一つの会社を設立してMumias Sugar Companyとパートナーシップを組

んで、Mumias Sugar Company の流通網を利用して炭を売ることも可能です。最後に、創

設者が CNN Heros 2010 に選ばれた知名度のある NGO、SDFA です。※3 彼らの強みは、

現地の Community Based Organization とのコネクションがたくさんあるため、炭作りの

トレーニングを様々な地域に拡大する事が可能です。 
 

 

  



4. まとめ 
今回の 2 ヶ月では、プロジェクトに持続性を持たせるという観点から取り組みました。持

続性を持たせるには、内部と外部からの視点があり、内部からの視点については、既存の

技術では持続性を持って回らない事が分かりました。そこで、ローカルな技術に着目し、

安価でシンプルな技術を改良するよう心がけました。その結果、コストは半分以下の値段

となり、参加障壁を下げる事に成功しました。外部からの視点に関しては、如何にパート

ナーとコラボレーションして、各バリューチェーンの強みを発揮するのかという点からか

らケニアにあるパートナー探しを致しました。その結果、ナイロビ大学、現地の製糖会社

Mumias Sugar Company、NPO 法人の SDFA とパートナーシップを結ぶ事に成功致しま

した。 
 
※1 マサチューセッツ工科大学 D-Lab http://d-lab.mit.edu/resources 
※2 動画によるコンプレッサーの違い 
コンプレッサー(MIT): http://p.tl/ONJe 
コンプレッサー(自分) : http://p.tl/7qsY 
※3 SDFA(Sustainable Development For All-Kenyan) 
http://sustainabledevelopmentforall.org 
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2011 年 10 月 27 日 

ネパールの経済社会開発に関わるフィールドワーク報告書 

町田和俊( ) 

国際開発工学専攻修士 2 年 

 

１．背景 

筆者は、2009 年（学部 4 年時）より東京工業大学公認サークル「国際開発サークル（IDA）」

で自主的に活動をしている。IDA は、2009 年にユネスコとダイムラーが主催する国際的な

工学コンテストである モンディアロゴ・エンジニアリング・アワード 2008/2009 に、ネパ

ールのトリブバン大学、ノルウェーのオスロ大学との共同チームで応募し、金賞（賞金

15,000€）を受賞した。受賞したアイディアは「ネパールにおける低コスト食料保存システ

ム」と題するもので、気化熱を利用した低コスト冷蔵システムを農村コミュニティに提供

する。提案したシステムが、現地導入に成功すれば、従来は馬鈴薯などの食料を栽培でき

ない乾季（１０月～５月）にも、市場で販売される割高な食料を購入する必要がなくなり、

経済的な負担軽減につながる。2011 年 6 月時点でシステムは試作装置が完成間近であり、

８月にひとまず試作装置のネパールチームへの引き渡し予定していた。 

しかしながら、賞金の大半は空冷部分の試作装置および現地のシステム建設への支出で

占められており、現地へのメンバー派遣は技術担当のメンバー１名に限られる見通しであ

った。そこで、それとは別にプロジェクトの財政管理を担当してきた筆者が現地へ赴き、

①システムの財政的な管理指導、②ネパールチームおよびコミュニティ住民との交流の活

性化、③他コミュニティへの適用可能性の調査を行うために、滝久雄基金海外体験学習助

成へ応募した。また、筆者は環境管理分野の政策研究を大学院で行っているが、応募にあ

たっては、より見聞を広めるためネパールのエネルギー問題についての活動も組みあわた

計画を提出した。その結果、幸運にも助成をいただけることとなり、8 月 6 日～22 日の約 2

週間ネパールでの活動を実施した。 

 

２．モンディアロゴ・プロジェクト 

 訪問中の主な活動の一つは、モンディアロゴ・プロジェクト関連のタスクであった。日

本から輸送したプロトタイプの部品を、ネパール現地メンバーと税関から回収し、トリブ

バン大学 IOE（Institute of Engineering）プルチョークキャンパスにて組み立てを行った

（図１、図２）。また、システムを導入する予定である農村コミュニティを訪問した （図

３）。このコミュニティは、首都カトマンズから半日ほどの場所に位置するバクタプル地方

のスーダル村と呼ばれるところである。そこで一日滞在し、住民の生活様式や、作物の生

育状況などを確認した。 

 プロジェクトの他コミュニティへの適用可能性の調査に関しては、マイクロファイナン
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スの現地トレーニング機関である Center for Microfinance (CMF) Nepal 等を訪問した。 

筆者はモンディアロゴのプロジェクトに 1 年半ほどかかわっていたが、現地メンバーと

はスカイプなどのミーティングのやりとりに留まっていた。そのため、今回実際にネパー

ルを訪問し、メンバーといろいろな話ができたことは非常にうれしいことであった。昨今、

フェイスブックといったＳＮＳが氾濫しているが、直接の人的交流の重要性を改めて認識

した 2 週間であった。 

2 週間の滞在では、主にネパールのメンバーの家にホームステイさせていただき、ネパー

ルと日本の料理を交換に作るなどメンバーのご家族とも交流した（図４）。貿易商であり、

国際交流にも熱心なお父様からは、ネパールの状況について様々な話をきかせていただい

た。特に、国内の不安定な政治状況について、悲痛なまでに嘆かれていたのが印象的であ

った。 

 

 

３．ネパール科学技術院ボランティア 

現地でのもう一つの主要な活動は、ネパール科学技術院（Nepal Academy of Science & 

Technology: NAST）バイオエネルギー部門におけるボランティアである。滞在中は、JICA

シニアボランティアの小嶋洋之氏（元産業技術総合研究所研究員）のもとで、ジャトロフ

ァオイルを原料とするバイオ燃料製造の固体触媒に関する実験の手伝いをさせていただい

図１．プロジェクト現地メンバーと 図２．冷却システムのプロトタイプ 

図３．システム導入予定の農村コミュニティにて 図４．ホームステイした現地メンバーの家族と 
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た。ネパールでは、自動車燃料をほぼ 100％インドから輸入しており、エネルギー安全保障

等の観点から国産燃料製造の拡大が喫緊の課題である。現地で栽培可能な非食用の植物ジ

ャトロファからの油はいくつかの国でバイオ燃料へと活用されているが、ＫＯＨのような

強塩基を触媒として用いるため、ネパールのような排水管理体制が未整備の国では周辺の

水質汚染が懸念される。そのため、NAST では無害な固体触媒の商業利用をめざして実験

を行っている。 

筆者は、３年半ぶりに実験を行うことになりやや不安であったが、途上国の限られた実

験設備の中でネパールのために尽力する小嶋氏には再び実験の面白さを思い出させていた

だいた。なお、滞在中の実験の結果は、8 月 24、25 日に行われたネパールで初めてのバイ

オエネルギー全国会議において発表された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．終わりに 

 今回のフィールドワークによって筆者はかけがえのない体験を得ることができた。その

要因は、次の３点であろう。第一に、助成は全ての活動計画を自分で立ててなければなら

なかったことである。フィールドワークの事前調整にはかなり苦労をした。例えば、全く

縁がない機関にメールやスカイプ等を通じて英語で（相手もそれほど英語ができるとは限

らない）アポイントをとったりもした。しかし、これが大小の失敗も含めて非常によい経

験となり、今後の自信につながった。第二に、助成は極めて活動の自由度が高いため、活

動の時期や内容について自分にぴったりの計画を組み立てることができ、また柔軟に現地

の人々と交流することができた。第三に、助成は本来的には研究とは別のテーマという条

件があったものの、間接的に環境分野の途上国の能力開発という自分の現在の研究および

将来のキャリアにとって有益なものとなった。 

 末筆ながら、このような機会を与えてくださった、滝久雄様をはじめとする基金および

大学関係者の方々に、深く感謝申し上げます。また、研究の最中フィールドワークへの許

可してくださった指導教員の阿部先生、および学部３年時に筆者をタイへのフィールドワ

ークに引率していただき初の途上国経験をさせてくださった江頭先生に感謝申し上げます。 

以上 

図６．小嶋氏（ＪＩＣＡシニアボランテ

ィア）及び若手研究者のギミレさんと 

図５．異なる触媒濃度から得られた

バイオ燃料（脂肪酸メチルエステル） 
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＜参考資料＞ 

・大学公認 東工大国際開発サークル団体ウェブページ 

http://idatokyotech.org/ 

・モンディアロゴ・プロジェクト訪問報告（英文） 

 http://idatokyotech.blogspot.com/2011/08/nepal-visit-prototype-transfer-and.html 

・ＮＡＳＴインターン報告（英文） 

http://d.hatena.ne.jp/TokyoTechAbeLab/20110828/1314509372 

・フィールドワーク関連写真 

https://picasaweb.google.com/ictchannelgallery 



Research Activities in Thailand under

Global Science & Technology Human

Resource Development Program

International Development Engineering

Thirapong lab

M2

Tadaki Matsushita



1. Objective for activities in Thailand

The objective of activities in Thailand is to carry out

some experiments in EGAT in order to advance my

study. And the objective in EGAT is the main one.

And another is to get better speaking English skill

than before the activities.

2. The schedule of the activities in Thailand

At beginning of this activities in Thailand, I visited

to chaing mai university for a month, and at the next,

I visited to EGAT in Lang pan to conduct some

Experiment. And finally I went to Bangkok to visit

some study in Kasetsart university. So the total term

of this activity in Thailand is 2 months.

3. Activities in Chaing mai (CMU)

Chiang Mai University (CMU) was founded in 1964,

under a Royal Charter granted by His Majesty King

Bhumibol Adulyadej as the first institution of higher

education in Northern Thailand. And In Chaing mai

university, I had stayed for a month. And for this

beginning two weeks, I studied about 3DEC(Fig2),

and this is program soft which is a numerical

modeling code for advanced geotechnical analysis of

soil, rock, and structural support in three dimensions.

3DEC simulates the response of discontinuous media

(such as jointed rock) that is subject to either static

or dynamic loading. And then I used this soft for

analyzing slope stabilities which is my study. And for

the next 2 weeks in Chaing mai university, I carried

out some activities for plaster cement to prepare for

experiments in EGAT. And Fig.1 shows the building

for faculty of mining, which I stayed during the term

of Chaing mai university.

4. The Electricity Generating Authority of Thailand

Fig1. Building for faculty of mining

Fig2. 3DEC

Fig3. Brazilian test of hollow-cylindered

plaster cement in EGAT

Fig4. Field work in EGAT



(EGAT)

though Thailand is the second largest coal

producing country in Southeast Asia, the coal is

produced for thermal power generation without

exporting to other country. the amount of annual

production is about 16 million tons. Mae Moh is

located in the northern suburbs of Lampang city,

over 80% of coal in the country have been mined

from Mae Moh.

5. Experiments in EGAT

At EGAT, I conducted some experiments for the 2

weeks. And the experiments are, at first, Brazilian

test of hollow-cylindered plaster cement, and the

objective is to confirm the strength of plaster in the

case of that each plaster’s condition is changed like

the following, changing the moisture content of

each plaster and the out-diameter of each plaster.

then the each inside- diameter is like the following four kinds of plaster, No hollow

plaster and the plasters which have small and middle and big hole . And second one is

the field test which is the main objective at the activities in Thailand. Fig4 shows state

of field work in EGAT and Fig5 shows the plaster after the field work in EGAT. And

finally it seems that the result which I could get in EGAT is good.

6. Activities in Kasetsart university (KU)

Kasetsart University is a top-ranked Public University in Thailand. It was also the

first agricultural university and the third oldest university in Thailand. The university

was established in 1943 and located in Bangkok. And the activities in this university is

to visit some study and assistant for experiment in KU. Fig6 shows state of the

experiment.

7. Summary

Through staying in Thailand, I could feel importance of cooperation with another

country and I could reconfirm objective and increase the motivation for my study.

8. Reference

http://en.wikipedia.org/wiki/Kasetsart_University, http://www.egat.co.th/en/

Fig5. Plaster after Field work

Fig6. Visiting experiment in KU

















フィールドワーク実習報告書 

山口高田研究室 

 矢野晶太郎 

モンゴルの教員研修における FOSSを活用した教材開発 

 

 

日程：2011年 8月 29日～10月 5日（38日間） 

訪問地域：モンゴル国ウランバートル、ドルノゴビ県、トゥブ県 

 

1. フィールドワーク概要 

 本フィールドワークでは主に三つの事を行った。 

① FOSS を用いた教材開発トレーニング 

② ドルノゴビ県での学校訪問 

③ 教育分野における ICT の利用に関する国際シンポジアムへの参加 

 まず始めに Free and open source software(FOSS)をモンゴルの初等教員に紹介し、また

使用方法を指導するトレーニングを行った。FOSSを利用して教育の質の向上させることが

本トレーニングの目的である。また、現地の ICT 利用状況を把握するためドルノゴビ県に

おいて第 3学校を訪問し、学校長へインタビューを行った。それと共に、授業を視察し、ICT

が実際にどのように授業に取り入れていられるのかを調査した。フィールドワーク中盤に

は、モンゴル国首都ウランバートルにて開催された国際シンポジアムに参加した。シンポ

ジアムはアジア地域における ICT と教育分野に関するものであり、ICT が開発エリアでど

のように教育に利用されているのか、参加各国が様々な情報を共有し、議論を行った。次

項目で、それぞれどのようなことを行ったか詳細に記述する。 

 

2. FOSSを用いた教材開発トレーニング 

 FOSSとはインターネット上などで無料で公開されているソフトウェアの事である。また、

コートの改変も可能であり、有志による改良が行われていることもある。モンゴル国にお

いて有償のソフトウェアを利用することはコスト的な利点もあり有効である。本フィール

ドワークではMIT（マサチューセッツ工科大学）メディアラボが開発した”Scratch”という

ソフトウェアを利用した。 

 初等教員を対象とした Scratch トレーニングはドルノゴビ県とトゥブ県の 2 県で行われ

た。参加者は約 30名であり、このトレーニングでは Scratchの紹介から簡単な使い方、教
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 矢野晶太郎 

材の作成方法までを 4日間かけてトレーニングした。Scratch概要、また、トレーニングの

詳細は以下の通りである。 

 

2.1 “Scratch”概要 

 MIT メディアラボが開発した本ソフトウェアは子供向けのプログラミング学習用ソフト

として配布されている。対象 OSは windows, Mac OS, Linuxと幅広く扱われており、ソフ

トウェア自体も軽量に作成されている。また、OLPC(One Laptop Per Child)プロジェクト

において開発されたラップトップ PC”XO”にも標準で搭載された。山口高田研究室モンゴル

プロジェクトチームでは、Scratchが教員の教材開発に利用できるのではないかと考えてい

る。本フィールドワークでは教員トレーニングと同時に現地での Scratch の利用可能性を

分析するため、アンケートも実施した。 

 

 

図 1. Scratchのインターフェース 

 

2.2 トレーニングプラン 

 トレーニング期間：4日間 

 トレーニング場所：ドルノゴビ県及びトゥブ県 

 参加者：初等教員 30名程度 

 トレーニング内容： 

 ・Scratchのイントロダクション 

 ・Scratchの基本操作（ダウンロード、インストール、基本的な操作の説明） 

 ・Scratchを用いた教材の作成 

 ・Scratchを利用した教材のアイディア調査 

 ・Scratchの印象等に関するアンケートの実施 

 

 

 

図 2. トレーニングの様子 
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5.フィールドワークを終えて 

 本フィールドワークは、私にとって 2 度目のモンゴル渡航となった。1 度目の渡航は 1

週間と短いものであったが、本フィールドワークは 1 ヶ月を超える長さとなり、私の経験

の中で最も長い海外滞在となった。フィールドワークと直接関係は無いが、モンゴルにお

いて平常の生活を構築することが一つの課題であった。今回 1 ヶ月を過ごしたが、衣食住

などをどのようにすれば生活が送れるか、その感覚をつかむことが出来たことは 1 つの大

きな収穫であった。 

 トレーニングにおいては、どのようにトレーニングを行うかという計画は作成していた

が、30 人のプロフェッショナルの教員に対してトレーニングを行うということで、現場で

は多くの課題に直面した。サウンドカードが入ってない PCやデバイスドライバがインスト

ールされていない PC を使っている先生をどのようにトレーニングするか、トレーニングそ

のものの進行、個々PC スキルが違う先生方を一度に最も効率よくトレーニングするにはど

うしたらよいのかなどである。しかし、課題もあったもののトレーニングを行ったことで

先生方がデジタル教材作成に意欲を持っており、Scratchに教材作成のポテンシャルを感じ

ることが出来た。このトレーニングのアンケートは現在集計、分析中でありその結果をも

とにして、次のステップへ進もうと考えている。 

 ウランバートルでの国際シンポジアムは私にとって初めての国際会議ということであり、

得難い機会を得ることが出来た。アジア各国、どの国々も ICT を教育に積極的に取り組ん

でおり、これからますます ICTへの必要性が高まることを肌で感じることが出来た。 

 12 月の初旬には 3 度目のモンゴル渡航を計画している。山口高田研究室で進めているモ

ンゴルプロジェクトをより発展させていくために、これからも研究に精進していきたい。 





                 

                 

                 

     

          

     

     

    

     

      

     

      

     

      

      

      

     

     

    

                       

                      

           

       

          

        

        

        

        

        

  

                         

           

                     

                     

                         

       



       

               

                     

                  

     

           

   
   

   
  

     

             
  

         

   

 
     

  
  

   

   
   

   
      

            

     
    

   

  
      

 
 

 
   

        
   

   
     

    
        

  
  

 

    

              

                       

                        

     

                 

                 

        

                 

                

               

                 

                



                 

 

                

               

                

               

                 

                   

                 

               

                 

                 

                

               

     

                   

                

                

                    

                 

                 

            

                 

                 

                

                     

                  

          

                         

     

                        

     





1. Internship background and partner agency 

Internship Partner Agency:  

Philippine Department of Energy – Visayas Field Office (DOE-VFO) 

Energy Resource Development and Utilization Division (ERDUD) 

• Address: 11th floor Metrobank Plaza, Osmena Blvd., Cebu City, Philippines 6000 

• Contact Info: (032) 253-2150 Telefax: (032) 253-7222 

Persons-In-Charge 

• Mr. Antonio Labios (Director) - alabios@doe.gov.ph 

• Engr. Jun Baclay (Senior SRS) - mmbaclay@yahoo.com 

Mandate of the DOE-VFO  

Implements regional policies, plans, programs and regulations of the Department relating to energy 

resource exploration and development, judicious and efficient utilization of energy resources, 

ensures adequate, efficient and reliable supply of electricity, and monitors development in the 

downstream oil industry with due regard to the environment and sustainable energy development in 

the Visayas Region. [http://www.doe.gov.ph] 

Scope of work 

• Rural Electrification works using renewable energy systems (RES) 

• Resource assessment for energy production 

Motivation 

• Relevance to PhD research  

• Renewable Energy Systems (RES) and Capacity Development  

• Off-grid and Rural Electrification 

 

2. Objectives and Tasks 

Objectives 

1. To conduct a sustainability analysis and decisions options evaluation on the Pangan-an 

Island Solar Electrification Project 

2. Support the DOE-VFO ERDUD in other project works as needed 

Activities 

• Project research and data collection  

 office-based and on-site 

• Support activities 

 Monitoring other projects and attending seminars 

Schedule 

• June 01 to August 31, 2011 

 



3. Project Evaluation and Results 

Background of Pangan-an Island 

Pangan-an Island is a small rural island 45 minutes boat ride from the main island of Cebu 

Philippines. This off-grid island enjoys a centralized solar power plant (45-kWp) which was donated 

by the Government of Belgium in year 1999. In recent years, the power plant has been experiencing 

severe power shortages due to the failure of some of the components, e.g. batteries and solar panels. 

The plant is managed by a local cooperative and overseen by the Department of Energy – VFO. With 

the intention to revive the condition of the plant, an extensive evaluation was needed to derive at a 

plausible decision for the plant. 

Technical Evaluation 

The technical evaluation yielded the documentation of the power output of the plant and the status of 

the individual components. It was found that 115 out of the 504 PV panels were already damaged, 36 

out of 118 batteries were damaged, and 1 of the 2 inverters no longer functioned. These contributed 

of the low power output of the plant. It was also found that a 30 – 40% increase in diesel and 

kerosene prices from 1999 to 2010 drove the price up for kerosene lamps and diesel generators. 

Economic Evaluation 

The yearly sales showed some correlation with the pricing. As the price from 21PhP/kWh (1999) 

was reduced to 12PhP/kWh (2002) with 9kWh/month minimum, the number of household 

connections and demand of power increased. A socialized tariff of 15PhP/kWh with minimum of 

3kWh/month was used from 2007 and this decreased the revenues significantly. More users were 

able to consume less power while the plant power production also decreased due to aging of parts.  

Social Evaluation 

Fom 2005 to 2010 the consumption per household averaged in the3 to 6 kWh/month. In 2010, the 

number of users consuming less than 3kWhs increased from 12% in the previous year to 40%. This 

reflected the drastic decrease in power production from the plant due to aging of parts. It was 

however evident that bulk (20%) of the power produced were consumed by only a few users (<10%). 

This reflected the unequal sharing of power which favors those that can afford the socialized prices. 

Decision Options and Summary 

From the technical, economic and social evaluation, several decision options were considered: (a) 

utilize existing parts, (b) rehab with new parts, (c) convert to solar home system (SHS), (d) connect 

to nearby grid, and (e) acquire diesel generator. The technical, social, economic, environmental, and 

institutional implications of the different decision options were considered. It was found that 

rehabilitating with new parts using special funding mechanisms from the DOE would be the best and 

most feasible option for the plant. It was also evident that the capability of the local cooperative to 

maintain the plant is quite deficient and thus the plant`s supervision and management would best be 

turned over to the local government unit who may have better capability to handle the project.  






